
 

       

令和４年度の基礎工学部シグマ講演会を下記のとおり開催致します。 

本年度は、理化学研究所脳神経科学研究センターの村山正宜先生を講師としてお招き

し、「広視野2光子顕微鏡の実現と脳ネットワークの機能的構造の解明」を題材に、科学に

おける技術開発・革新によって、新しい脳科学の地平が開けてゆく過程をご講演いただくこ

とといたしました。基礎工学研究科関係者以外の教職員・学生の方々も、お誘い合わせ

て、講演会に是非ご参加下さい。 

     記 

 １．日 時：令和４年６月２日（木） 午後３時１５分～午後４時４５分 

 ２．場 所：基礎工学国際棟シグマホール 

  ３．講 師：理化学研究所 脳神経科学研究センター 

触知覚生理学研究チーム チームリーダー 村山正宜先生  

  ４．題 目： 『広視野2光子顕微鏡の実現と脳ネットワークの機能的構造 

              の解明』 

     ５．講演の概要： 

これまで脳研究では、顕微鏡を用いた光学的な計測法により、数百のオーダーのマルチ

ニューロンの活動同時記録が可能になっていたが、脳神経ネットワーク構造を推定するに

は不十分であった。今回、低倍率かつ高開口数を満たす大型対物レンズ、及びこれを生

かすための大口径・高感度・高出力検出器を開発することによって、これまでとは次元の

異なる広い領域で数万のオーダーの神経細胞の活動を明瞭に、且つ、高い時間分解能で

記録する事が可能になった。これによって脳は頑健性のあるスケールフリーネットワーク

（例：インターネットのネットワーク）ではなく、情報処理が効率的なスモールワールドネット

ワークである事を明らかにした。同時に100以上の細胞と協調的に活動しネットワーク全体

を制御するハブ細胞の存在も明らかにした。本公演では機器開発の重要性と、広視野顕

微鏡開発の今後の展望、及び今後の脳科学の新しい景色について論じる。 

 

              
 
※ 参 加を 希 望 さ れ 、会 場 へ お 越 しい た だ く こ とが 困 難 な 場 合 は 、 庶 務 係 （ki-syomu@office.osaka-u.ac.jp ） ま で ご 連

絡 く だ さ い 。 当 日 のオ ン ラ イ ン URL（Zoom)を お 知 ら せ 致 し ま す 。   （ 国 際 棟 運 営委 員 会 ・ ℡06−6850−6131）  
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